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昌
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ニ
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器
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位
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り
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琲
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り
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で
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予
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出
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剔
回
収
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ン
リ
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『
胆
ユ
『
且
訟
ふ
ヅ
ぶ
心
　
ベ
ユ
評
言
這
ニ
ｊ
ｊ
ｊ
ら
回
ィ
認
諾
府
こ
蛍
屎
一
　
こ
剽
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昌
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司
Ｒ
ぷ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
ｓ
ａ
ｌ
ｌ
Ｓ
ｓ
』
Ｓ
　
Ｉ
Ｉ
．
Ｉ
　
Ｓ
Ｓ
ｄ
ｓ
Ｊ
ｊ
“

ａ
Ｊ
．
|
‐
｡
ａ
『
Ｊ
』
ｙ
’
Ｉ
！
‐
・
‘

琲
圖
砺
聊
切
Ｍ
Ｔ
専

宮
．
否
員
汽
サ
フ
刀
賜
回
ベ
ン
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倅
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ご
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旨
万
育
う

倅
誤
記
ヤ
ぷ
居
マ
可
継
絹
地
呼
応
ご
烹
昌
回
り
？

ベ
ュ
つ
無
品
汀
ｏ
吊
黙
ぶ
ご
フ
ィ
三
ご
倅
ぶ
マ
言

貪
迄
昌
已
翻
ｏ
ュ
『
五
分
岑
翌
防
つ
。
ユ
八
岑
ら

弓
ブ
ム
ゴ
こ
巡
孤
宍
悩
μ
卵
昌
抑
聊
⑦
班
で
函

万
光
一
ぶ
証
学
窓
ぶ
営
回
万
ン
『
シ
尨
百
分
営
石

j
R
r
7
1
守
貯
吋
聊
』
　
旨
○
ン
ヤ
士
分
μ
八
万
花

器
密
・
鮒
昌
ュ
ス
辿
こ
・
り
こ
謳
忠
司
玉
只
即
コ

　
フ
昭
治
脆
ふ
匠
　
≒
畷
仮
想
海
・
０
弘
半
球
三
万

ふ
球
几
匹
聯
六
万
忠
言
八
づ
励
黙
想
－
悦
営
示
じ

　
　
　
　
　
　
　
゜
汚
涜
盲
万
９
呂
吸
口
ｙ
ら
回
ィ
マ

袷
尚
辿
琳
白
首
了
回
八
可
？
恚
百
昌
聴
回
荘

ふ
応
ｏ
谷
皐
白
ら
こ
雲
皆
死
回
百
回
章

惣
９
リ
面
映
哲
司
俘
ン
ご
ふ
。
り
９
匯
万
引
詐
言
『

融
淳
畷
路
芦
雌
ｏ
弘
行
マ
六
こ
な
朗
吟
ご
言
論

加
鰍
叩
０
桝
鴛
ヱ
回
尖
辨
こ
鮑
敦
・
０
言
緊
陥
海
ぼ
Ｉ
心

　
y
y
］
y
］
y
］
U
％

ふ
言
石
司
亘
聊
、
こ
器
耀
聯
本
古
沢
・
琳
・
聊
、
９

坏
琢
陽
屡
ぜ
片
吋
り
圖
Ｏ
Ｇ
毎
回
了
Ｇ
ン
『
シ
翠
惑
溺

耶
ぶ
伺
勁
諧
・
蘇
版
ざ
・
り
り
尺
届
蜜
了
宮
鋲
ぺ
号
ぢ
石

征
が
二
八
回
．
ふ
・
脳
ｘ
ｏ
り
坏
っ
こ
罰
ス
応
々
り
々

澗
ｙ
引
琢
屑
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呻
昌
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恩
畷
指
７
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ム
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５
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ｌ
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０
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回
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Ｇ
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回
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昌
昌
百
百
ご
示
ご
洽
昌
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回
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一
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ユ
『
尺
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回

前
コ
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回
毎
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弘
元
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閃
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公
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荼
回
刊
月
４
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昌
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Ｏ
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昌
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俘
夕
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官
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1
９
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河
原
ご
聡
・
諮
奇
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昆
皆
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見
毎

〉
立
、
八
八
岑
海
軍
昌
萌
９
９
汐
回
涵
否
応
海
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只
ヨ
希
否
応
可
倅
ゾ
凧
回
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節
印
土
言
列
赳
脳

誰
｀
ｊ
芒
㈲
○
ユ
八
昌
恋
工
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堅
廠
回
宅
Ｔ
砺

聊
０
帰
ｑ
肆
ジ
づ
函
珊
琴
所
司
『
り
浪
背
必
罰
ユ
つ

マ
圃
劈
行
言
昌
写
壬
詣
冨
殷
讐
昌
弧
聊
隠
―
陽
惣

后
ら
ふ
印
．
恋
路
￥
匹
こ
淳
（
垣
⑩
謬
崖
・
否
レ
‘
夕
り
ｌ

誦
池
辺
阿
胎
障
圃
町
ご
芳
昌
斌
Ｔ
）
隨
卯
Ｏ
Ｇ
Ξ
○

鯛
池
ヲ
背
宍
ｙ
作
９
嗣
次
ご
訟
¥
４
Ｍ
ｙ
ｒ
ｕ

　
　
　
　
（
ぶ
團
冒
八
白
Ｏ
Ｗ
Ｅ
▽
）
「
゜
９
宰
感
り

白
石
眉
喋
ｙ
昌
蛮
鰍
’
守
尺
臨
写
碗
認
０
即
諾
Ｔ

Ｈ
Ｘ
ｇ
Ｗ
Ｉ
府
（
Ｄ
）
　
旨
励
帛
所
感
卯
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）
恥

図
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溺
胆
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函
滋
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肆
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フ
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尽
応
乙

５
吟
昌
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剛
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忌
囲
Ｔ
ｉ
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一
八
ダ
コ
ブ
ブ
凭
ズ
耶
鬘
海
０
畑
旨

削
武
賢
剖
汪
づ
石
（
ｗ
）
』
容
宍
尽
守
竹
Ξ
諮

図
屈
瘤
写
亮
昌
可
（
竺
芒
笞
早
耳
晋
百
ａ
）
濯
旨

胆
毘
ｗ
言
高
這
附
加
が
・
Ξ
問
聡
『
言
隠
址
ｏ
と
マ

慧
違
今
更
聊
肘
』
屈
辰
ｏ
価
仙
石
屋
言
（
レ
‘
）

ｊ
ｔ
Ｑ
４

０
恐
緊
俗
諺
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士
レ
沁
八
７
．
引
鴇
謳
壷
了

ヲ
沁
八
〇
ユ
『
マ
阿
哲
諭
（
Ｄ
）
ぶ
肆
夕
老
二
？
坏

宍
今
生
ヽ
膏
昌
温
海
・
感
涙
・
ｏ
ｄ
ｌ
ｖ
（
ｗ
）
涵
訴

⑦
９
昌
毎
ｊ
イ
囲
言
薦
ご
雁
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光
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回
Ｔ
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独
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9
F
’
サ
イ
歩
搬
入
阻
止
へ

ｔ
海
道
反
帚
戦
線
決
起
す

ｉ
者

八
日
、

一
周
年

｀
入
阻

零
を

ｙ
闘
い

・
長
沼

の
革
命
的
な
労
働
者
、
学
生
、
高
校
生
　
添
飛
躍
し
た
武
装
闘
争
、
文
字
通
り
の

六
〇
名
が
結
焦
し
’
添
削
に
肥
い
と

一
疋
規
回
戦
と
し
て
圀
い
披
い
た
。
そ
の

ら
れ
た
。

　
沖
繩
返
還
・
反
革
命
的
統
合
に
対
し

他
党
派
が
一
切
闘
い
え
な
い
中
に
あ
っ

て
ま
二
昌
諮
戦
線
の
み
が
五
月
一
三

日
神
田
に
お
け
る
遊
撃
戦
を
六
〇
年
代

の
大
衆
武
装
カ
ン
パ
ニ
ア
闘
争
か
ら
Ｉ

″
し
進
撃
す
る
北
海
道
反
帝
戦
線

y｀
冪

こ夕
。

″
″
〆

闘
い
に
恐
怖
し
た
政
権
カ
竺
二
八
名

に
も
及
ぶ
畳
も
、
革
命
的
な
同
志
達
を

逮
捕
し
、
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
重
罪

連
用
、
七
九
名
の
不
当
大
乗
起
訴
と
い

う
大
弾
圧
を
我
カ
に
か
け
て
き
て
い

る
。

　
し
か
し
な
が
ら
我
全
道
昆
誕
臓
は

不
胴
の
ブ
ソ
ド
魂
を
受
け
つ
ぺ
短
｀
ぺ

り
Ｏ
１脅

●

ｎ
ｏ

㎜
　㎜
㎜

　　●

し
く
札
幌
市
民
の
前
に
登
場
し
、
長
沼

闘
争
、
派
兵
阻
止
闘
争
を
領
淋
で
き
る

も
の
は
我
カ
を
置
い
て
他
に
あ
り
え
な

い
こ
と
を
満
天
下
に
明
ら
か
に
し
て
い

っ
た
。
大
通
公
園
に
密
集
し
た
我
反
帑

戦
級
と
派
兵
阻
止
共
闘
の
同
志
よ
り

［
現
在
日
帝
は
、
米
松
・
厦
簑
事
職
階
へ

の
加
担
を
沖
繩
返
還
、
自
衛
墜
霖
を

粕
に
押
し
進
め
、
長
沼
ミ
サ
イ
ル
基
地

は
ア
ジ
ア
侵
略
図
耀
命
の
軍
事
拠
点
で

あ
る
。
我
々
は
こ
れ
か
ら
さ
み
だ
れ
的

に
搬
入
さ
れ
る
ミ
サ
イ
ル
太
糸
を
最
後

ま
で
阻
止
し
按
く
」
と
力
強
い
決
意
表

明
を
し
、
こ
の
集
会
に
結
集
し
た
す
べ

て
の
同
志
達
よ
り
［
異
誤
な
し
］
を
受

け
て
い
っ
た
。
又
こ
の
日
初
め
て
派
共

闘
に
結
集
し
た
、
札
幌
教
育
大
、
岩
に

沢
教
育
大
の
同
志
よ
り
も
連
帯
の
ア
ピ

ー
ル
が
あ
っ
た
。

　
こ
の
億
百
に
移
社
部
隊
は
密
福

つ
つ
、
圧
倒
的
に
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
言

万
至
屁
鋭
っ
た
。
こ
の
開
の
闘
争

か
ら
逃
亡
し
て
い
た
革
共
同
革
マ
ル
派

は
こ
の
日
も
懇
（
の
闘
い
に
尻
込
み
を

し
て
、
レ
ポ
を
出
し
て
、
我
λ
の
写
真

を
と
っ
て
い
る
と
い
う
冒
恵
ま
が
い
の

こ
と
を
し
て
い
る
。
中
核
派
は
昨
年
の

秋
以
来
札
幌
の
他
に
竺
切
登
場
し
え

ず
、
い
る
の
か
ハ
な
い
の
か
分
ら
な
い

忘
れ
ら
れ
た
存
在
に
な
っ
て
い
る
。

　
全
て
の
同
志
堕
フ
　
「
戦
旗
」
購

読
者
の
皆
さ
ん
／
我
反
帝
戦
繩
と
派
兵

阻
止
共
闘
は
こ
の
よ
う
な
一
切
の
日
和

見
主
萱
を
粉
砕
し
、
五
・
一
三
神
田
遊

撃
戦
の
全
成
果
を
受
け
つ
ざ
、
獄
中
の

同
志
達
と
堅
く
遮
俯
し
、
長
沼
ミ
サ
イ

ル
太
基
搬
入
阻
止
、
派
兵
阻
止
闘
争
を

闘
い
披
く
こ
と
を
表
明
し
て
、
報
告
を

終
え
る
。

人
定
質
問
を
粉
辞
す

一
三
闘
争
第
一
回
公
判

一
定
質
問
を
粉
｀

　
　
「
熊
本
支
局
」
全
国
の
暴
露
君
／
咎
成
体
瓢
内
ヽ
互
い
に
昼
を
寄
せ
合

兄
弟
達
／
六
月
十
三
日
、
あ
の
宮
本

Ｅ

う
よ
う
に
し
て
、
小
心
資
力
と
姿
を
現

李
袖
の
再
任
拒
否
問
題
で
全
国
に
名
を

馳
せ
た
、
熊
本
地
裁
に
お
い
て
、
三
・

一
三
回
笠
原
総
監
居
突
入
戦
士
に
対

す
る
初
公
利
が
開
か
れ
た
こ
と
を
報
告

し
ま
す
。
自
ら
の
階
級
的
立
場
を
知
っ

て
い
る
地
裁
当
局
は
、
階
級
的
責
務
に

貢
ぬ
か
れ
た
、
三
こ
三
戦
士
と
傍
聴

人
一
体
と
な
っ
４
断
固
た
る
登
場
に

顔
色
を
失
な
い
法
廷
内
外
に
数
十
名
の

廷
吏
を
配
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
せ
め
て

裁
判
の
体
裁
だ
け
は
何
と
か
と
り
つ
く

ら
わ
ん
と
や
っ
き
に
な
っ
た
の
で
あ
る

　
こ
う
し
た
、
恐
慌
に
裏
う
ち
さ
れ
た

　
ｆ
－
一
４
Ｓ
Ｉ
Ｉ
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Ｓ
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９
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や
啼
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一

わ
し
た
、
悪
習
は
［
武
利
に
入
る
前

に
、
宮
本
再
任
拒
否
間
居
、
青
法
協
問

琵
を
、
は
じ
め
と
す
る
、
價
の
反
動

化
の
現
状
に
対
し
て
り
．
熊
ぶ
地
裁
は
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
」
と
の
戦
士
の
箭

い
追
及
に
、
た
じ
た
じ
と
し
、
逃
げ
塔

を
失
な
い
［
答
え
る
必
要
は
認
め
な

い
］
「
私
の
訴
訟
指
揮
に
慌
わ
な
と
退

廷
さ
せ
る
」
と
い
な
お
り
、
次
い
で
、

傍
聴
人
の
ヌ
モ
禁
止
と
い
う
、
弾
圧
に

対
し
て
、
非
康
人
の
方
か
ら
、
こ
れ
忿

撤
回
す
る
よ
う
発
言
が
、
行
わ
れ
、
ご

の
凹
同
然
と
し
た
意
見
に
、
裁
判
官

は
、
Ｅ
論
的
び
答
え
る
す
ぺ
も
な
な

く
、
｀
方
ロ
方
口
と
、
□
戸
も
り
、
あ

ま
つ
さ
え
‐
1
合
塵
し
ま
す
」
と
逃
げ
出

し
、
あ
げ
く
の
果
て
が
［
と
に
か
く
禁

止
で
す
］
と
無
能
ぶ
り
を
暴
露
し
た
の

で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
も
、
追
及
の
苧
を
ゆ

る
め
る
こ
と
の
な
い
、
弁
護
人
、
傍
聴

人
に
［
発
言
禁
止
］
［
退
塹
谷
る
］

を
く
り
返
し
。
法
衣
の
下
の
ヨ
ロ
イ
を

ち
ら
つ
か
せ
た
の
で
あ
る
が
、
自
分
の

無
回
論
ぶ
り
を
よ
く
知
り
、
溌
き
ふ
ぜ

る
自
信
の
な
い
裁
判
長
は
、
実
質
的
に

メ
謳
姿
す
る
こ
と
も
で
享
に
ヽ

方
ぶ
玉
・
と
裁
判
に
入
っ
た
の
で
あ
る
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続
い
て
入
定
質
問
を
行
な
お
う
と
し

た
の
で
あ
る
が
、
不
屈
の
戦
士
は
、
こ

れ
に
一
切
答
え
ず
、
裁
判
官
と
検
事
は

ま
た
も
猿
芝
居
を
演
じ
る
や
、
閉
廷
を

叫
び
、
後
も
吼
ず
に
、
退
散
し
た
の
で

あ
る
。

　
公
判
の
後
、
三
・
回
」
戦
士
と
反
俯

戦
線
救
対
を
中
心
と
す
る
傍
前
人
は
、

三
・
一
三
闘
争
の
意
義
を
確
認
し
、
派

兵
阻
止
決
戦
へ
の
大
衆
的
爆
発
へ
向
け

公
判
闘
争
を
眼
角
的
に
展
回
す
る
こ
と

を
意
志
一
致
し
、
当
日
の
公
判
闘
争
を

終
わ
っ
た
。
次
回
七
月
二
四
日
第
二
回

公
判
に
結
集
ｔ
、
三
・
一
三
戦
士
と
と

も
に
断
乎
闘
お
う
で
ぱ
な
い
か
。

同
志
と
共
に
闘
っ
て
い
く
こ
と
が
、
現

在
出
来
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か
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（
三
面
か
ら
続
く
）

　
そ
し
て
そ
れ
こ
そ
が
組
機
戦
術
的
に
は
基
幹
産
業
へ
の
配

澄
を
系
統
的
に
な
し
つ
つ
、
遠
島
的
に
は
そ
れ
等
上
層
プ
ロ

の
臨
時
工
・
社
外
工
と
い
っ
た
下
層
プ
ロ
と
の
結
合
を
要
求

し
、
そ
れ
等
の
苦
渋
へ
の
連
帯
を
問
い
、
か
つ
部
落
民
・
在

日
中
期
人
民
へ
の
「
差
別
と
抑
圧
」
を
糾
弾
し
、
そ
れ
と
の

結
合
を
、
機
冷
な
闘
雷
雲
耳
守
る
会
・
支
え
る
会
Ｅ
Ｔ
Ｃ

に
よ
っ
て
、
と
げ
て
ゆ
く
と
い
う
方
向
性
で
あ
る
こ
と
は
、

ち
は
や
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
咎
っ
で
苗
圃
解
体
闘
争
の
中
で
ソ
ビ
エ
ト
づ
く
り
と
正
規

鰍
づ
く
り
を
追
求
し
て
ゆ
く
と
い
う
、
我
λ
の

政
治
・
慢
回
線
の
総
括
は
、
か
か
る
方
向
に
、
つ
ま
り
全

人
民
的
政
治
暴
諾
の
組
抱
化
に
よ
る
、
あ
ら
ゆ
る
階
層
、
就

中
、
下
層
プ
ロ
・
被
抑
圧
人
民
と
の
連
帯
を
速
動
的
に
つ
く

り
あ
べ
諸
課
庇
別
戦
線
に
取
組
み
、
そ
の
よ
う
な
様
｀
ぺ
な

闘
い
の
高
揚
の
中
で
×
×
戦
忿
圓
し
、
更
な
る
全
人
民
の

憤
激
を
つ
く
り
あ
げ
て
ゆ
く
と
い
う
、
人
民
の
帝
国
主
義
へ

の
固
い
の
潮
流
を
、
一
白
大
な
極
力
闘
争
の
方
向
へ
と
政
治
闘

争
を
も
っ
て
組
織
化
し
て
ゆ
く
、
ま
さ
に
［
何
を
な
す
べ
き

か
］
的
凹
い
と
し
て
発
展
さ
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
あ
る
。

　
　
　
（
一
面
か
ら
続
く
）

下
屏
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
構
造
的
な
政
治

的
活
性
化
は
、
徐
々
に
で
は
あ
れ
、
組

織
労
働
煮
プ
ロ
レ
々
リ
ソ
本
隊
の
流

勁
化
を
も
相
乗
的
に
呼
び
お
こ
し
て
い

る
階
級
的
墨
ご
踊
ま
え
、
わ
れ
わ
れ

は
更
に
、
国
際
主
義
的
な
戦
闘
的
潮
流

を
広
に
汎
形
成
し
て
い
く
こ
と
を
可
能

な
ら
し
め
る
客
喫
条
件
が
成
熟
し
て
い

る
こ
と
を
は
っ
き
り
と
確
認
し
て
い
ノ
ヘ

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
反
帝
戦
線
第
三
回
大
会
に
総
結
一

一

集
し
北
熊
本
闘
争
を
闘
い
抜
け

Ｉ

　
五
・
づ
一
等
を
勝
莉
的
に
貫
徹
し

き
り
、
そ
の
意
涙
を
普
遍
化
し
、
更
に

階
級
的
進
撃
を
か
お
と
り
う
る
条
件
が

有
利
に
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
路

ま
え
る
な
ら
ぼ
、
日
太
良
帝
戦
線
第
三

回
大
会
の
任
務
は
一
語
重
大
で
あ
る
。

　
太
大
会
は
、
ま
ず
第
一
に
、
九
月
三

思
笑
戦
か
ら
、
昨
秋
批
准
阻
叱
劈
争

そ
し
て
、
三
月
派
兵
阻
止
九
州
闘
争
、

そ
し
て
、
あ
の
五
・
一
三
神
田
遊
撃
戦

へ
と
相
次
ぐ
進
誓
畜
石
て
き
た
日
本

反
帝
戦
線
の
坦
も
吊
命
的
な
闘
い
の
足

跡
を
ふ
り
・
返
り
、
そ
の
階
級
的
意
義
を

硬
詞
す
る
む
の
で
な
け
れ
ば
な
・
ら
な
い

　
第
二
に
、
こ
の
囲
の
恒
常
的
武
装
闘

争
論
の
再
漂
ご
ふ
ま
え
、
全
人
民
府

政
治
闘
争
機
関
と
し
て
の
良
帝
戦
線
の

政
治
路
線
を
更
に
鮮
明
に
打
ち
出
す
乙

と
で
あ
る
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

　
第
三
に
、
防
雪
混
一
の
政
治
路
線
の

物
質
化
が
い
か
な
る
娼
昭
則
戦
線
・

の
ブ
ン
ト
濯
に
よ
っ
て
、
内
外
の
多
く

の
同
志
と
結
合
し
て
い
る
ん
だ
と
い
う

’
一
と
き
豪
図
し
て
か
ら
ま
忙
ん
。
「
侭

犬
衆
徊
揖
の
ど
の
よ
う
な
罰
い
に
よ
っ

息
ぺ
£
れ
わ
れ
は
、
よ
り
徹
底
的
に
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て
な
さ
れ
て
い
く
の
か
を
明
き
・
ら
か

三
権
カ
と
の
血
み
ど
ろ
の
死
闘
を
闘
い
と

す
る
こ
と
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
「
ら
ん
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
の

　
第
四
は
、
五
・
一
五
返
還
粉
砕
闘
犬
よ
う
な
わ
れ
わ
れ
と
プ
ロ
ン
タ
芯
ノ
人

に
お
い
て
夜
這
し
た
沖
繩
反
芝
寂
の

同
志
の
約
築
を
か
ち
ど
り
、
［
本
土
］

！
沖
繩
を
貫
く
強
固
な
組
織
体
制
を
打

ち
固
め
る
こ
と
で
あ
る
。

　
第
五
に
、
反
帝
戦
線
の
更
な
る
前
進

民
の
進
撃
に
と
っ
て
の
障
害
物
以
外
の

何
も
の
で
も
な
い
か
ら
だ
。

　
日
本
反
芭
逗
の
こ
の
二
年
有
余
に

わ
た
る
闘
い
は
、
あ
ら
ゆ
る
妨
害
を
は

ね
の
け
て
今
後
の
日
本
階
級
闘
争
の
血
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一
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ｉ

に
あ
っ
て
述
異
回
誤
に
み
ら
れ
る
征
を
切
り
開
く
た
め
の
組
織
的
蓄
積
を

人
民
激
賛
飽
的
潮
流
ヽ
社
命
答
礼
十
二
分
に
成
し
逐
げ
た
の
で
あ
る
・
今

的
潮
流
、
な
い
し
は
宅
端
的
「
認
〒

戦
争
」
派
潮
流
と
の
党
派
詞
争
に
打
ち

勝
つ
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
強

国
に
意
志
竺
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
お
お
よ
そ
、
以
上
の
よ
う
な
内
容
を

明
き
ら
か
に
し
、
強
固
に
意
志
竺
す

る
も
の
と
し
て
日
本
反
金
溺
瓢
雪
一
回

大
会
を
圧
倒
的
に
か
ち
と
っ
て
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
ま
さ
に
そ
れ

は
、
白
太
反
発
戦
線
が
、
第
三
次
ブ
ン

ト
互
雷
脹
に
指
導
さ
れ
つ
つ
、
初
回

の
基
礎
固
め
の
段
階
が
、
全
階
級
戦
線

へ
の
拡
り
と
瀕
さ
を
獲
得
し
て
い
く
浙

た
な
飛
躍
を
大
胆
に
宣
言
し
て
い
く
も

-
一 一 一 一

や
、
第
二
添
を
踏
み
出
す
こ
と
が
閲
わ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
そ
れ
は
、
七
・
一
五
北
熊
本

Ｉ
沖
繩
を
貢
く
自
衛
隊
唇
Ｔ
上
陸
阻

化
闘
争
に
よ
っ
て
踏
み
出
さ
れ
る
の
で

あ
る
。

　
国
際
階
級
闘
争
の
一
焦
点
で
あ
る
ベ

ト
ナ
ム
の
闘
い
は
ま
ざ
れ
も
な
く
昌
う

部
分
か
ど
の
よ
う
な
漕
に
鏝
著
し
、
闘

い
を
抑
圧
す
る
部
分
が
ど
の
よ
う
な
対

応
を
と
る
の
か
を
こ
の
上
も
な
く
く
り

き
り
・
と
明
き
ら
わ
に
し
た
。
わ
れ
わ
れ

は
、
そ
の

訓
と
し
つ
つ
、
プ
ロ
レ
タ
芯
ノ
解
放
の
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